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アプローチ）　　の相克を克服するために採用された「 高の武器 ･･･ は弁証法的唯物論と史的
唯物論である」（ibid.:9）．なぜなら「社会事業とは ･･･ 社会発展史の一側面［であり］･･･ 資本
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義的な歴史研究にしかならず
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，そのような立場性に対する自覚なき実証主義的研究だけでは「単























































































































した ･･･ 程の影響力を持［ち］･･･ 歴史の全体性を経済的社会構成の推転による相次ぐ歴史的発
展段階［局
フェーズ











味している（青木 2007: 25）．それは生産力の歴史的発展段階［局面 phase］に照応する生産関
係としての資本主義の生成・発展・変容という認識」（ibid.: 26-27）に基づいて社会的全体性
（社会構成体 social totality）を捉えるものである．教科書的な説明をすれば，資本主義は，重
商主義段階［局面］（17 － 18 世紀）→（産業革命）→自由主義段階［局面］（19 世紀）→帝国主
義（独占資本主義）段階［局面］（19 世紀末期から 20 世紀初頭）→国家独占資本主義（大恐慌
以降～）という段階［局面］を経ることになる．唯物史的な発展段階論とは，「『経済の変化に合

































































































































































られる．1960 年代のピーター・タウンゼントらによる「貧困の再発見 rediscovery of poverty」
によって，ベバリッジによる 5 大巨人悪退治が完遂されず，「普遍主義」による保障も部分的な
ものに留まりがちになり，逆に「選別主義」を主張する動きも顕著になったという経過からすれ























































































方法論的刷新（ex Burke 2005=2009; 長谷川 2016）から社会福祉の歴史の捉え方にも変化が起き
るなかで，「社会福祉の歴史」研究は多様な理論的なパースペクティブからアプローチされるよ






祉歴史教育委員会によるものがある．同学会機関誌『社会事業史研究』第 45 号（2014 年），第 41 号













る章が設定されている．その場合のタイトルは，やはり development of the welfare state/social 
policy と記されている場合が多い（see Baldock, Mitton, Manning and Vickerstaff 2012, chap.2 ‘The 

















































リー・アンダーソンとの論争を思い出させるものである（Anderson 1980; Lin 1993=1999）．こうした論
争は，現代においてもマルクスの方法や洞察を社会福祉の課題に適用する者たちにとって依然として論
争の的になっている理論的問題である（Thompson1968=2003; Lee and Raban 1988=1991; Gough 
1979=1992; Lavalette and Mooney 2000; Lavalette, Ferguson, Mooney 2002; Fitzpatrick 2002）．
12　このようなドイツ流の社会政策論の系譜とは異なる形で，特に英国の社会政策論（social policy）を
下敷きにした政策概念や研究の系譜がある．これについてはすでに木村正身による両者の比較研究（木
















































識している（高島 1979; 1986; 1995）．民主主義がきちんと機能していれば社会福祉の内実も充実してい
るという理解である．この見解は，T.H. マーシャルらの自由権⇒参政権⇒社会権という市民権発達の一
様相として社会福祉の発達を強調する見解と同一であるようにも見えるが，マーシャルの見解は，「些
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